
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

鹿児島市家庭教育支援チーム 

 （呼称：マラカスの会） 

 

 

②活動拠点 鹿児島市松元公民館 

③活動範囲 鹿児島市内全域 

④組織体制 

 

   ９ 人 

子育てサポーター１人、元教員４人、児童クラブ職員１人 

民生委員兼人権擁護委員１人、公民館職員 1 人、 

不登校生徒経験保護者１人 

 

⑤活動開始年度 令和５年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

鹿児島市松元公民館 

（TEL）099-278-1312   （E-mail）matukoumin@city.kagoshima.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（ 児童、生徒への地域の居場所づくり ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:matukoumin@city.kagoshima.lg.jp


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

 子育てについて語る場を作り、家庭教育の充実のため、家庭、学校（行

政）、地域と連携して活動している。 

・ 月１回の語る会実施 

・ 公民館と連携し、家庭教育相談の実施 

・ 長期休業中に子育て支援のため、公民館にてワークショップの実施 

・ 毎月報告書を作成 

・ 広報活動（公民館に掲示、SNS へ投稿） 

・ 会案内カードの配布（季節の折り紙添付） 

・ 地域や公民館行事に参加 

・ 子どもたちが地域の中で安心して過ごせる場（マラカス学級）を月１回開催 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

令和５年 ４回の実施 32 人の参加 

令和６年 12 回の実施 65 人の参加 

       夏休み中ワークショップ 81 人参加 

       冬休み中ワークショップ 40 人参加 

       公民館おはなし会にて読み聞かせ 

       公民館まつりにて展示、会案内カード 120 枚配布 

令和７年 ９月まで９回実施 70 人参加 

       夏休み中ワークショップ 102 人の参加 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


